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基
本
方
針

我
が
国
の
経
済
は
、
企
業
収
益
が
高

水
準
を
維
持
し
、
設
備
投
資
も
底
堅
く

推
移
す
る
な
ど
、
企
業
部
門
を
中
心
に

緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
く
と
見
込
ま

れ
ま
す
。
一
方
で
、
物
価
上
昇
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
、
賃
金
の
伸
び
と
個

人
消
費
の
回
復
に
は
な
お
不
透
明
感
が

残
っ
て
お
り
、
令
和
８
年
度
に
向
け
て

は
、
賃
上
げ
と
投
資
の
好
循
環
を
着
実

に
定
着
さ
せ
、
民
需
主
導
の
自
律
的
な

成
長
軌
道
へ
移
行
で
き
る
か
が
重
要
な

局
面
と
な
り
ま
す
。

特
に
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
原
材

料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
高
止
ま

り
、
人
手
不
足
の
深
刻
化
な
ど
、
構
造

的
な
課
題
が
引
き
続
き
経
営
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、

価
格
転
嫁
の
進
展
が
収
益
確
保
の
鍵
と

な
る
こ
と
か
ら
、
付
加
価
値
の
向
上
や

生
産
性
改
善
を
通
じ
た
経
営
基
盤
の
強

化
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
内
の
景
況
は
、
観
光
関
連
や
消
費

関
連
を
中
心
に
持
ち
直
し
が
期
待
さ
れ

る
一
方
、
生
産
活
動
や
投
資
、
雇
用
情

勢
に
つ
い
て
は
分
野
ご
と
に
ば
ら
つ
き

が
生
じ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
霧
島
市

に
お
い
て
は
、
鹿
児
島
空
港
を
活
か
し

た
観
光
・
物
流
の
振
興
や
、
激
甚
化
す

る
災
害
に
対
応
す
る
強
靭
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
重
要
施

策
を
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
着
実
に

進
め
、
県
央
の
多
機
能
都
市
と
し
て
の

発
展
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
済
環
境
の
下
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
令
和
８
年
度
に
お
い
て
も
厳
し

さ
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
一
方
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
や
新
た
な
需
要
へ
の
対

応
を
通
じ
て
、
成
長
の
機
会
を
見
い
だ

す
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
価

格
転
嫁
へ
の
取
組
に
加
え
、
業
務
効
率

化
や
顧
客
と
の
関
係
強
化
に
向
け
た
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
な
ど
、
変
化
を
前

向
き
に
捉
え
た
経
営
が
不
可
欠
と
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
を
見
通
す
上
で
、
昨

年
８
月
の
大
雨
に
よ
る
大
規
模
水
害
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
国
・
県
・
市
な
ど
関
係
行

政
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、
治
水
対
策
や

防
災
基
盤
の
強
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
市

民
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
復
興
と
再
生

に
向
け
た
取
組
を
後
押
し
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
最
も
身
近
な

支
援
機
関
で
あ
る
地
域
総
合
経
済
団
体

と
し
て
、
当
商
工
会
議
所
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
一
層
重
要
性
を
増
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
日
本
商
工
会
議
所
を
は

じ
め
国
・
県
・
市
な
ど
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
外
部
財
源
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
資
源

の
中
で
効
果
的
な
事
業
を
展
開
し
、
政

策
提
言
・
要
望
活
動
や
地
域
経
済
の
活

性
化
に
資
す
る
取
組
を
着
実
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
各
位
の
ご
理
解
、
御
協
力
を
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
計
画

１
．
重
点
事
項

⑴
政
策
提
言
・
意
見
要
望
活
動
の
推
進

⑵
人
材
確
保
・
育
成
支
援
の
推
進

⑶
中
心
市
街
地
の
価
値
向
上
と
駐
車
場
複

合
施
設
の
利
活
用
の
推
進

⑷
商
工
業
振
興
と
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
対
策
の
推
進

①�
企
業
交
流
・
研
修
会
事
業

②�

霧
島
国
分
夏
ま
つ
り
へ
の
取
組

③�

霧
島
ふ
る
さ
と
祭
へ
の
取
組

⑸
観
光
振
興
と
広
域
連
携
の
推
進

⑹
商
工
会
議
所
組
織
活
動
の
強
化
と
経
営

基
盤
の
確
立

⑺
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

た
社
会
貢
献
・
Ｇ
Ｘ
活
動
の
推
進

⑻
中
小
企
業
相
談
所
事
業

　
基
本
方
針

地
域
経
済
の
根
幹
を
担
う
中
小
・
小
規

模
事
業
者
は
、
円
安
・
物
価
高
の
継
続
、

「
金
利
の
あ
る
世
界
」
の
到
来
に
よ
る
生

産
・
投
資
の
コ
ス
ト
増
、
構
造
的
な
人
手

不
足
な
ど
直
面
す
る
状
況
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
会
員
事
業
所
を
は
じ
め
と

す
る
地
元
企
業
が
、
こ
の
よ
う
な
苦
境

を
打
破
し
、
自
社
の
経
営
存
続
や
経
営

力
の
強
化
、
飛
躍
的
成
長
、
規
模
拡
大
、

新
事
業
進
出
・
事
業
転
換
、
生
産
性
向

上
・
省
力
化
等
の
投
資
等
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
の
様
々
な
支
援
要
請
に
対

し
て
、
金
融
、
税
務
、
事
業
承
継
等
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
経
営
相
談
対
応
や
各
種

事
業
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

ま
た
、
国
や
県
、
市
な
ど
に
対
し
て
、

地
方
の
実
情
が
反
映
さ
れ
た
実
効
性
の

あ
る
支
援
策
が
切
れ
目
な
く
実
施
さ
れ

る
よ
う
積
極
的
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、

毎
年
の
よ
う
に
多
様
化
す
る
企
業
経
営

に
関
わ
る
法
律
や
制
度
の
改
正
に
つ
い

て
地
元
事
業
者
が
確
実
に
対
応
で
き
、

持
続
的
な
賃
上
げ
に
つ
な
げ
、
地
域
経

済
の
好
循
環
と
成
長
型
経
済
へ
の
転
換

を
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

①
経
営
力
強
化
・
経
営
革
新
の
支
援

②
創
業
者
の
育
成
支
援

③
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
Ｄ
Ｘ
対
策
の

支
援

④
販
路
拡
大
や
新
事
業
展
開
に
挑
戦
す
る

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援

⑤
法
改
正
等
の
環
境
変
化
へ
の
対
応

⑥
国
・
地
方
自
治
体
の
中
小
企
業
施
策
実

令
和
８
年
度
事
業
計
画

令和8年度 各会計収支予算書 総括表
　令和8年4月1日～令和9年3月31日まで	 （単位 円）

会　計　別
収　　入 支　　出

本年度予算額 前年度予算額 比較増減（減は△） 本年度予算額 前年度予算額 比較増減（減は△）

1．一般会計 109,320,000 117,415,208 △ 8,095,208 109,320,000 117,415,208 △ 8,095,208

2．中小企業相談所特別会計 81,500,000 81,087,465 412,535 81,500,000 81,087,465 412,535

3．退職金特別会計 32,901,000 29,003,667 3,897,333 32,901,000 29,003,667 3,897,333

4．霧島国分夏まつり特別会計 37,120,000 39,733,539 △ 2,613,539 37,120,000 39,733,539 △ 2,613,539

5．国分パークプラザ事業特別会計 129,410,000 106,610,573 22,799,427 129,410,000 106,610,573 22,799,427

6．会館特別会計 24,210,000 24,827,281 △ 617,281 24,210,000 24,827,281 △ 617,281

7．女性会会計 2,286,000 4,395,000 △ 2,109,000 2,286,000 4,395,000 △ 2,109,000

合　　計 416,747,000 403,072,733 13,674,267 416,747,000 403,072,733 13,674,267

第58回　通常議員総会

  2



施
へ
の
協
力

⑦
各
種
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

用
に
よ
る
支
援
の
推
進

２
．
部
会
活
動

⑴
部
会
活
動
の
取
組

�　

部
会
は
、
そ
の
関
係
業
種
の
改
善

発
達
を
図
る
た
め
に
、
広
く
部
会
員

か
ら
の
意
見
を
聴
き
、
政
策
の
提
言
、

業
界
内
部
の
意
思
統
一
を
図
る
等
適

切
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
相
互

に
情
報
交
換
を
行
う
ほ
か
、
部
会
員

の
啓
発
お
よ
び
親
睦
を
図
る
た
め
、

講
習
会
、
講
演
会
、
見
学
会
、
親
睦

会
そ
の
他
必
要
な
業
務
を
行
う
。

⑵
各
部
会
事
業
計
画

①
商
業
部
会

ア
．
地
域
振
興
事
業
の
実
施

⒜�

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
性
化
支
援

　

・�

送
料
全
額
負
担
制
度
等
の
行
政

へ
の
政
策
提
言
活
動

　

・�

新
規
参
加
事
業
者
の
掘
り
起
こ

し
と
既
存
事
業
者
の
支
援
強
化

⒝
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

　

・�

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
発
行
の
行
政

へ
の
働
き
か
け

　

・�

生
成
Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
活
用

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

⒞�

災
害
対
策
・
内
水
氾
濫
問
題
へ
の

取
組
み

　

・�

他
部
会
と
連
携
し
た
行
政
・
国

へ
の
要
望
活
動

⒟
観
光
客
向
け
情
報
発
信
の
強
化

　

・�

店
舗
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や

霧
島
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進

イ
．
視
察
研
修
・
交
流
会
の
実
施

⒜�

人
材
育
成
支
援

　

・�

接
客
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修

へ
の
参
加
促
進

⒝
先
進
地
視
察
の
実
施

　

・�

ふ
る
さ
と
納
税
や
商
業
振
興
の

成
功
事
例
視
察
（
部
会
員
）

　

・�

全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大

会
へ
の
参
加
（
部
会
役
員
）

⒞�

会
員
交
流
の
促
進

　

・��

定
期
的
な
役
員
会
・
全
体
会
議

の
開
催

　

・��

情
報
交
換
・
意
見
交
換
会
の
実
施

②
建
設
建
材
部
会

ア
．
こ
ぎ
れ
い
大
作
戦
の
継
続
実
施
及
び

啓
発
普
及
活
動
に
つ
い
て

�　

平
成
13
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
こ

ぎ
れ
い
大
作
戦
を
継
続
実
施
し
、
啓

発
及
び
普
及
活
動
に
努
め
る
。

イ
．
人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
取
組

�　

地
域
内
小
中
学
校
等
と
連
携
し
た

業
界
Ｐ
Ｒ
の
実
施
。

ウ
．
視
察
研
修
の
実
施

�　

部
会
員
向
け
に
建
設
建
材
業
界
に

お
け
る
最
先
端
技
術
等
を
学
ぶ
視
察

研
修
を
実
施
し
、
最
新
の
知
見
を
部

会
の
事
業
立
案
や
会
員
へ
の
情
報
提

供
に
反
映
さ
せ
、
地
域
事
業
の
高
度

化
を
図
る
。

エ
．
国
分
中
心
市
街
地
の
浸
水
対
策
等
に

つ
い
て
の
取
組

�　

豪
雨
時
の
国
分
中
心
市
街
地
浸
水
対

策
等
に
関
す
る
要
望
に
向
け
た
検
討
。

③
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

ア
．
観
光
情
報
発
信
へ
の
取
組

�　

霧
島
市
の
観
光
情
報
発
信
と
産
業

課
題
の
解
決
強
化
に
向
け
て
部
会
役

員
先
進
地
視
察
を
実
施
す
る
。
全
国

商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
等
の
成

功
事
例
を
調
査
・
研
究
し
、
得
ら
れ

た
知
見
を
部
会
事
業
や
会
員
へ
の
情

報
提
供
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
地

域
の
高
度
化
を
図
る
。
あ
わ
せ
て
、

全
国
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を

見
据
え
、
本
会
議
所
の
役
員
・
議
員

へ
同
大
会
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
。

イ
．
市
街
地
の
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取
組

�　

Ｓ
Ｎ
Ｓ（T

ikT
ok

・Instagram

等
）

や
生
成
Ａ
Ｉ
（ChatGPT

等
）
を
活

用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
対
象

を
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
に
と
ど
ま

ら
ず
会
議
所
全
会
員
へ
拡
大
し
て
取

り
組
む
。
開
催
に
つ
い
て
は
中
小
企

業
相
談
所
と
調
整
の
う
え
、
同
相
談

所
の
セ
ミ
ナ
ー
事
業
で
対
応
す
る
。

ま
た
、
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
と
連
携
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
応
や
街
な
か
の
環
境
整
備
に
取

り
組
む
。

ウ
．
人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
取
組

�　

深
刻
化
す
る
人
手
不
足
に
対
応
す

る
た
め
、
民
間
・
行
政
・
関
係
機
関
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
取
組
を
推
進
す
る
。
民
間
と

は
、
現
場
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
把
握
、
働

き
方
の
工
夫
や
人
材
確
保
策
の
共
有

を
行
い
、
行
政
に
は
、
制
度
・
施
策
の

検
討
や
支
援
策
の
情
報
提
供
を
行
う
。

ま
た
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
人
手
不
足
に
関
す
る
情
報
収
集

や
実
態
把
握
を
進
め
る
と
と
も
に
、
解

消
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
や
事
業

の
企
画
立
案
に
取
り
組
む
。

エ
．
行
政
や
市
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換

会
の
実
施

�　

物
価
高
騰
や
賃
金
上
昇
な
ど
で
当

部
会
業
種
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

状
況
回
復
の
た
め
各
業
種
で
の
課
題

な
ど
を
提
言
、
ま
た
市
議
会
議
員
と

課
題
認
識
を
共
有
す
る
意
見
交
換
会

等
を
実
施
す
る
。

オ
．
農
商
工
連
携
へ
の
取
組

�　

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
と
の
包
括
連
携
締
結

に
基
づ
き
、
地
産
地
消
や
生
産
物
の

販
路
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
。

④
庶
業
部
会

ア
．
事
業
承
継
の
課
題
へ
の
取
組

�　

後
継
者
不
足
等
を
背
景
と
し
た
事

業
承
継
が
重
要
な
経
営
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
を
図

る
た
め
、
事
業
承
継
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
講
習
会
等
を
開
催
、

経
営
者
の
理
解
促
進
と
実
践
的
な
知

識
習
得
を
支
援
す
る
。

イ
．
住
環
境
の
整
備
促
進

�　

定
住
人
口
の
増
加
に
係
る
課
題
を

踏
ま
え
、
国
分
地
区
に
お
け
る
住
宅

地
整
備
や
空
き
家
対
策
を
テ
ー
マ
と

し
た
勉
強
会
等
を
開
催
し
、
必
要
に

応
じ
て
意
見
の
共
有
・
整
理
を
行
う
。

ま
た
、
街
づ
く
り
に
関
わ
る
団
体
（
不

動
産
業
界
、
測
量
業
関
係
な
ど
）
か
ら

の
意
見
や
要
望
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
都
市
計
画
の
動
向
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
行
う
。

ウ
．
各
種
個
別
相
談
会
の
実
施

�　

会
員
事
業
所
の
事
業
継
続
支
援
を

目
的
と
す
る
、
法
務
や
財
務
、
労
務

等
の
課
題
解
決
に
向
け
た
個
別
相
談

会
を
実
施
す
る
。

エ
．
霧
島
市
企
業
支
援
に
係
る
包
括
連
携

活
動
の
推
進

�　
「
霧
島
市
企
業
支
援
に
係
る
包
括
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
部

会
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
地
域
経

済
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
成
長
発
展
に
向
け
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
。

⑤
工
業
部
会

ア
．
視
察
研
修
の
実
施

�　

工
業
部
会
員
企
業
及
び
離
島
に
お
け

る
地
域
資
産
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
視
察
を
実
施
し
、
情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
、
各
社
が
抱
え
る
課
題
の

解
決
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
技
術
力

の
向
上
及
び
会
員
相
互
の
活
発
な
も
の

づ
く
り
交
流
の
促
進
を
図
る
。

イ
．
霧
島
ふ
る
さ
と
祭
へ
の
出
展

�　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体

験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
も

の
づ
く
り
へ
の
興
味
・
関
心
の
醸
成

を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
の
周
知
及

び
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
す
る
。

３
．
一
般
事
業
細
目

⑴
会　
議

⑵
政
策
提
言
、
意
見
要
望
活
動

⑶
総
合
振
興
事
業
の
推
進

⑷
商
工
業
振
興
事
業
の
推
進

⑸
中
小
企
業
対
策
事
業
の
推
進

⑹
青
年
部
・
女
性
会
活
動
の
促
進

⑺
検
定
事
業
の
促
進

⑻
広
報
事
業
の
推
進

⑼
組
織
運
営
対
策
事
業
の
強
化

⑽
共
済
事
業
の
推
進

⑾
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事
業
費

⑿
事
務
局
そ
の
他

①
将
来
を
見
据
え
た
職
員
採
用
に
む
け
た

調
査
、
取
組

②
事
業
の
高
度
化
や
機
能
強
化
を
推
進
す

る
た
め
の
事
業
・
業
務
の
見
直
し

③
事
業
収
入
増
収
へ
の
取
組

④
各
種
経
費
節
減
、
業
務
の
効
率
化
へ
の

取
組

⑤
職
員
の
人
材
育
成

⑥
旧
会
館
の
利
活
用
に
関
す
る
取
組

審
議
事
項

全
議
案
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

・
第
１
号
議
案

　
令
和
８
年
度
事
業
計
画（
案
）
及
び
収

支
予
算
書（
案
）に
つ
い
て

・
第
２
号
議
案

　
借
入
金
限
度
額
承
認
に
つ
い
て

・
第
３
号
議
案

　
議
員
総
会
の
決
議
事
項
の
一
部
を
常
議

員
会
に
委
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
第
４
号
議
案

　
定
款
の
一
部
改
正（
案
）に
つ
い
て

・
第
５
号
議
案　

　
名
誉
会
頭
制
度（
案
）の
設
置
に
つ
い
て

・
第
６
号
議
案　

　
名
誉
会
頭
の
委
嘱（
案
）に
つ
い
て
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3月24日㈫ 第58回通常議員総会において、令和7年度の会員事業所優良従業員及び「こぎれい大作戦」功労賞の表彰式
がありました。家村会頭より表彰状と記念品の授与が行われ、「皆様の果たす役割は、企業、地域にとって欠かせないもの
です。これからも健康に留意されご尽力ください。」とあいさつされました。

〜毎月 第2金曜日 自分達の「街」をきれいにしましょう〜
こぎれい大作戦とは…『もてなしの街をめざして』…

霧島商工会議所の中に5つの部会があります。その中の『建設建材部会』が「部会活動方針の一つに掲げる “もてなしの街づくり” のためには、
街の美化が不可欠であり、部会員が率先して行動しよう」として、平成13年5月から［こぎれい大作戦］と称し、部会活動としての清掃ボラン
ティア活動が始まりました。以降、平成15年度から「霧島商工会議所全体事業」として、全会員事業所を対象とした活動を展開しており、当所
の3月開催の通常議員総会において参加事業所のなかから表彰を行っています。
現在では、会員事業所のほか、霧島市役所、霧島市国分建設業同志会などの参加もいただき、こぎれい大作戦参加者が増えています。霧島市
は「道義高揚宣言都市」です。今後も引き続き、道義高揚の一助になることを願って活動を続けてまいります。今後も多くの会員事業所の参加
を促し、さらに、一般市民への広報や参加の呼びかけを行い、霧島市全域の運動へ拡げてまいりたいと考えております。皆様のご参加、ご協力
をよろしくお願い申し上げます。

［こぎれい大作戦の内容］
1. 作戦日 : 毎月第2金曜日　　2. 作戦時間帯 :�作戦参加各事業所の判断によります。　3. 清掃場所 : 作戦参加各事業所の周辺地区
4.� 7月は、「錦江湾クリーンアップ作戦」などのボランティア活動がありますので、そこにあわせての参加活動も推奨していきます。

協力企業　霧島商工会議所会員企業

優良従業員表彰授賞式に出席された皆様 功労賞受賞の皆様

ボランティア清掃活動

「こぎれい大作戦」
実施優良事業所表彰

優良従業員表彰

優良従業員表彰&
こぎれい大作戦功労賞表彰

優

受賞おめでとうございます  （敬称略）

⑵ 15 年表彰
井上　麻未〔鎌田建設㈱〕
中村　　誠〔鎌田建設㈱〕

⑶ 10 年表彰
冷水麻里香〔鎌田石油㈱〕
石川幸太郎〔㈱国分ハウジング〕
盛　　恒治〔三州建設㈱〕

⑷５年表彰
西田　莉乃〔鎌田建設㈱〕
酒匂　真吾〔鎌田石油㈱〕
林　　光義〔鎌田石油㈱〕
荒田　凌育〔九州綜合警備保障㈱〕
指宿　展尚〔九州綜合警備保障㈱〕
岩下　敬文〔九州綜合警備保障㈱〕
新冨　浩二〔㈱国分ハウジング〕
生地　冬暉〔㈱国分ハウジング〕

功労賞受賞
㈱一吉工業鹿児島営業所
鹿児島信用金庫国分支店

⑴永年表彰（20 年以上）
末廣　俊彦〔旭交通㈱〕
泥谷　隆洋〔鎌田建設㈱〕
田平　　翼〔鎌田建設㈱〕

  4



 健康経営優良法人2026
（中小規模法人部門）に
  認定されました
霧島商工会議所は、令和8年3月9日、経済産業省・日本健康会議が運営する「健康経
営優良法人2026（中小規模法人部門）」に認定されました。2025年に続き2年連続の認定
になります。霧島商工会議所では、職員が心身ともに健康な状態であること、また、会
員企業の従業員の皆様が健康に働くことができる環境をつくることにより、地域経済の
活性化に貢献できると考え、健康経営の活動に取り組んでいます。
霧島市内において、健康経営優良法人2026の認定法人は、31事業所あり、そのうち
18事業所が霧島商工会議所の会員事業所（以下参照）です。

● 中小規模法人：ブライト500（鹿児島県内5社の内霧島市内は1社認定）
　　　　　　　　国分電機株式会社
● 中小規模法人　�旭交通株式会社、今村電気株式会社、株式会社エルグ・テクノ、鹿児島東部ヤクルト販売株式会社、鎌

田建設株式会社、株式会社九州タブチ、有限会社九面屋、国分酒造株式会社、有限会社サイキャドシス
テム、株式会社薩摩鉄筋工業、株式会社さつまファインウッド、株式会社山興商会、有限会社福永電気
商会、松下建設株式会社、安田建設工業株式会社、株式会社山一建設、大和電機株式会社

霧島商工会議所

134830

健康経営優良法人認定制度とは
地域の健康課題に即した取組や日本健康会議が進める健康増進の取組をもとに、特に優良な健康経営
を実践している大企業や中小企業等の法人を顕彰する制度です。健康経営に取り組む優良な法人を「見
える化」することで、従業員や求職者、関係企業や金融機関などから「従業員の健康管理を経営的な視
点で考え、戦略的に取り組んでいる法人」として社会的に評価を受けることができます。
本制度では、大規模の企業等を対象とした「大規模法人部門」と、中小規模の企業等を対象とした「中小規模法人
部門」の2つの部門により、それぞれ「健康経営優良法人」を認定しています。

 ㊗ 第10回「ものづくり日本大賞」にて
  会員事業所が栄えある受賞!
日本の産業・文化を支える「ものづくり」の第一線で活躍する優秀な人材を顕彰する、第10回「ものづくり日本大賞」の
受賞者が決定しました。
当会議所会員事業所からは、京セラ株式会社の研究開発施設「きりしまＲ＆Ｄセンター」の7名が「優秀賞」に選出され
たほか、薩摩錫器工芸館株式会社の岩切洋一氏が「九州
経済産業局長賞」を受賞される快挙を成し遂げられまし
た。本賞は、製造現場を支える熟練の「技」や、次世代
を担う若手人材の情熱が高く評価されるものです。
3月27日には福岡市にて表彰式が開催され、地域の誇
る高い技術力が改めて示されました。受賞された皆様
のさらなるご活躍と、地域産業の益々の発展を心より
お祈り申し上げます。

■ 新規会員のご紹介	 期間：令和7年11月1日～令和8年3月31日（希望事業所のみ掲載）
事 業 所 名 代 表 者 営 業 内 容 所 在 地

上園建築塗装 上 園 　 圭 塗装業 国分郡田721-29

㈱アクト 西 薗 美 幸 カー用品輸入業 隼人町東郷268-3

㈱TEN-X 財 部 翔 平 ソフトウェア開発 国分中央5-13-25

詳しくはコチラ
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霧島商工会議所青年部では部員を募集しています！　詳しくは TEL：0995-45-0313 まで

5月号霧島商工会議所青年部ウブコックミニ
UBUKOKmini通信

皆さま、日頃より霧島商工会議所青年部の活動にご理解とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
令和7年度において、霧島YEGからは安田、内村、小宮路の3名が日本 YEGおよび九州 YEGに出向され、
広域での活動に尽力されました。誠にお疲れさまでした。

■ 日本商工会議所青年部出向理事　	 令和 7 年度 鹿児島県代表理事　安田 将希　
皆様、お疲れ様です。令和7年度、鹿児島県代表理事を務めさせていただきました安田将希

と申します。
日本 YEG、九州ブロック、鹿児島県連において役員として活動する中で、九州はもとより、

北は北海道、南は沖縄まで、20都道府県を巡らせていただきました。本役職を通じ、多くの経
験と挑戦、そして数えきれない失敗を重ねてまいりましたが、それ以上に全国にかけがえのな
い仲間ができたことは、私にとって何よりの財産となりました。同世代の経営者・後継者と出会
い、志高く挑戦し続ける姿に触れる中で、「自分ももっと上を目指さなければならない」と強く

奮い立たされました。言葉では言い尽くせないほどの刺激と学びを得ることができ、この経験は間違いなく、私自身、
そして霧島YEGにとっても大きな糧になったと確信しております。そして、この経験を経て、私の中に揺るぎない目
標が生まれました。自社である安田建設工業株式会社を、会長と社長が築き上げてきたこの会社をさらに発展させ、
地域により大きく貢献できる企業へと成長させること、そして100年企業へと導くことです。また、日本 YEG 三大
事業の一つである全国リーダーズ研修会が、6年後に九州へ輪番制で巡ってまいります。私は、この大会の大会会長
を本気で目指したいと考えております。本大会を霧島に誘致することができれば、霧島市に大きな経済効果をもたら
すだけでなく、私の故郷であるこのまちを、大会期間中の3日間、これまで以上に熱気と活気に満ちた “まち”へと
変えることができます。天孫降臨の地・霧島から、「真のリーダーとは何か」を全国へ発信できる、意義ある大会の
実現を目指してまいります。この大きな目標を必ず形にできるよう、これからも挑戦を恐れず、全力で歩み続けてま
いります。
最後になりますが、代表理事としての準備期間を含めますと、約1年半の活動となりました。その間、単会会長を
兼任する時期もございましたが、この大役を最後まで全うすることができましたのは、会社の理解、そして霧島YEG
の仲間の支えがあったからこそです。そして何よりも、妻と子どもたちが最大の応援団として、常に背中を押し続けて
くれました。この期間、私を支え、応援してくださったすべての皆様に、心より、そして深く感謝申し上げます。今後も、
我が故郷・霧島市の発展のために、情熱を持って挑み続けてまいります。本当に、本当にありがとうございました。

■ 令和８年度九州ブロック商工会議所青年部連合会 九州スクラム絆委員会専門出向者
令和８年度において、霧島YEGからは安田、内村、西田、菊谷の4名が九州ブロックへ出向します。今後
の活動につきまして温かいご支援とご声援をよろしくお願いします。

霧島 YEG　西田 嵐施　
この度、九州商工会議所青年部連合会へ出向させていただく機会を頂き、大変光栄に感じて

おります。
地域で事業に携わる中で、人口減少や人材不足、高齢化といった課題がより身近なものとな

り、企業の成長だけでなく、地域全体の持続的な発展にどう関わっていくかが、私たち青年経
済人に求められている役割であると強く感じております。今回の出向は、九州という広い視点
の中で、多様な取り組みや価値観に触れ、自身の視野を広げるとともに、その学びを地元へ還

元していく大きな責任ある機会だと捉えております。各地で活躍されている同志との出会いや交流を通じて、新たな
連携や可能性を生み出し、地域の課題解決や活性化に繋げていきたいと考えております。一人の青年経済人としての
誇りと責任を胸に、挑戦を恐れず、地域に必要とされる存在であり続けられるよう、全力で取り組んでまいります。
今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

令和7年度日本YEG、九州ブロックへの出向者について

第62回霧島国分夏まつりの開催に向け、第1回実行委員会が開催されました。
本委員会では、実行委員長が選任され、新たな体制のもと準備が本格的にスタート
いたしました。また、各担当会ごとに顔合わせも行われ、それぞれの役割や方向性に
ついて共有がなされるなど、今後の円滑な運営に向けた有意義な時間となりました。
今後も関係者一同、連携を図りながら、地域の皆様に喜んでいただける夏まつりの
実現に向けて準備を進めてまいります。

第62回霧島国分夏まつり第1回実行委員会
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令和8年度 鹿児島県支援事業のご案内

【募集期間】 令和8年5月29日㈮ 必着 ※予算がなくなり次第募集締切　【事業期間】 令和8年3月25日㈬~令和9年2月26日㈮まで

［補助対象］
鹿児島県内に事業所を有する、
食品関連製造業を営む中小企業者

［補助内容］
補助率：3分の2　補助上限：1,000万円

［対象経費］
①�人手で行っている作業の自動化や既存の生産工
程の省力化、作業効率化、生産能力の増強等の
ための機械装置等の導入等に係る経費
②�遠隔での製造モニタリングや品質管理・安全管理
の見える化等のためのシステム導入等に係る経費
③�新たな需要が見込める商品への展開のために必
要となる機械装置等の導入等に係る経費
④�原材料費等の削減を目的とした物流システムの
導入に係る経費
⑤�新商品の製造等を目的としたエネルギー使用量
の削減が見込まれる設備の導入に係る経費

［お問合せ先］
「食品関連製造業生産工程自動化・省力化等支援事業」事務局
TEL：099-201-4260　FAX：099-201-6202

令和8年度 食品関連製造業 
生産工程自動化・省力化等支援事業

［補助対象］	
鹿児島県内に事業所を有する、
製造業を営む中小企業者

［補助内容］	
補助率：3分の2　補助上限：3,000万円

［対象経費］	
①デジタル技術の導入等による生産性向上の取組
　・�産業用ロボットや画像処理技術の導入等による製造工程、外

観検査等の自動化・省力化
　・�IoT機器の導入等による工場設備の遠隔操作や稼働状況把握  等
②�新製品・技術の開発や販路開拓等による付加価
値向上の取組

　・�成長産業分野への参入など、新たな事業展開に向けた製品開
発や技術開発

　・新たな需要の獲得に向けた新市場への販路開拓の取組  等

③�多能工化に向けた人材育成システムの整備など
を行うための経費

　・�デジタル技術を生かして、複数工程に対応できる熟練者技術
をデジタル化し、VR等で比較するなど、社内技術者育成シ
ステムを構築し、効率的に多能工を育成  等

［お問合せ先］
「ものづくり中核企業生産革新支援事業」事務局
TEL：099-201-3288　FAX：099-216-2393

令和８年度 ものづくり
中核企業生産革新支援事業

詳しくはコチラ 詳しくはコチラ

融資対象者　県内で現に営む事業を1年以上継続して営んでいる中小企業者及び組合で以下A・Bのいずれかに該当するもの

● 融資限度額　運転資金 2,000万円
● 利　　率　�1年以内 年1.75％／1年超3年以内 年1.95％／3年超5年以内 年2.05％ ※金融情勢により変動することがあります。
● 信用保証料　年0％（保証機関の基本保証料率 : 年0.45％〜年1.90％を、県が全額負担します。）
　（県補助後）　【国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用】※経営者保証の免除に際し、保証料が発生する場合があります。
● 融資期間　5年以内（うち据置12月以内）　　● 償還方法　毎月均等分割
● 取扱金融機関　�鹿児島銀行／南日本銀行／鹿児島信用金庫／鹿児島相互信用金庫／奄美大島信用金庫／鹿児島

興業信用組合／鹿児島県医師信用組合／奄美信用組合／福岡銀行／肥後銀行／宮崎銀行／西日
本シティ銀行／熊本銀行／宮崎太陽銀行／商工組合中央金庫（県外に本店を有する金融機関に
ついては県内営業店に限る。）

● 取扱期間　令和9年3月31日までに保証申込受付されたもの

物価高騰等対策特別資金中小企業者のための
鹿児島県の融資制度

【物価高騰関連】
以下のいずれにも該当するもの

⑴ �最近1年間のいずれかの1月間において、原材料等
のうち少なくとも1品目の平均仕入れ単価が前年同
期の平均仕入れ単価に比べて5％以上上昇したもの

⑵ �⑴の平均仕入れ単価が上昇した品目に係る製品・
サービス等の価格転嫁を行ったもの

⑶ �最近3月間又は6月間の売上総利益率又は営業利益
率が前年同期の売上総利益率又は営業利益率に比
べて低下しており、かつ、その差が3％以上である
もの

【人件費上昇関連】
以下のいずれにも該当するもの

⑴ �最近1年間のいずれかの1月間において、人件費と
労務費の計（一人当たり又は総額）が前年同期に比
べて3％以上上昇したもの

⑵ �最近3月間又は6月間の売上総利益率又は営業利益
率が前年同期の売上総利益率又は営業利益率に比
べて低下しており、かつ、その差が3％以上である
もの

※ �A・Bのいずれかの要件に該当するかどうか、事業者が申告し、申込受付
機関（商工会・商工会議所、金融機関等）の確認を受ける必要があります。

A B

融資条件 ※連帯保証人及び担保は、保証機関の定めるところによります。※新たな資金の融資が可能かどうか等については、金融機関又は保証機関へお尋ねください。

詳しくはコチラ
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ちょっと 気になるお店

貴村工務店

▲

代表　貴村 基伸▲

平成26年2月創業
霧島市隼人町松永675-1
☎0995-50-0452

［営］8:00〜18:00　［休］毎週日曜日
［Ｐ］1台　［支払］現金、口座振込み

 ご相談承ります！
木造住宅のことなら何でも、
床の張替えや柱の改修、小さなお悩みからご相談可能です。

 お店のPR 
天然の木材（無垢材）の持つ力と魅力を最大限に活かした家づくりを得意
とする、小さな工務店です。
経験豊富な大工が代表を務めています。手仕事ならではの、きめ細やか
で質の高い施工を強みとしています。
現代主流の在来工法から、昔ながらの伝統工法まで幅広く対応しており
ます。
古民家宿、古民家カフェ等の改修やメンテナンスなどのご依頼も承って
おります。古民家に関するご相談や木造住宅のお悩みなど、お気軽にご
相談ください。 
MAIL：noblekimura@gmail.com

Instagram

霧島市ビジネス展開補助金の活用事例

 事業所名   居食屋りょう〔 業種：飲食業 〕
 所 在 地   霧島市隼人町見次530-1 見次パレス101
平成28年7月に飲食業での長年の経験を活かし、お客様に美味し
い焼き鳥、もつ鍋、とりすきを提供したいとの思いで、霧島市隼人町
見次交差点近くに創業しました。

営業時間／17:30～24:00（23:00ラストオ－ダ－）
定休日／不定休　席数／31席（カウンタ－5席、座敷26席）
こだわり／新鮮な朝引き鶏を使った各種鶏料理

■取り組みの背景と内容
飲食店を経営される同事業所では、料理の提供時
間短縮が大きな課題でした。そこで今回、補助金を
活用して「焼台」等を導入しました。
■導入の効果
設備導入の結果、注文から提供までの時間が大幅
に短縮され、混雑時の生産性が飛躍的に向上しまし
た。また、副次的な効果として、新たな設備を活か

した「焼魚」などの新メニュー開発にもつながり、
顧客満足度の向上と売上拡大を実現されています。
■商工会議所より
当所としても、本補助金の活用支援を通じて、会
員様の具体的な課題解決に伴走できたことを大変
嬉しく感じております。今後も、厳しい環境下で奮
闘する事業者の皆様を全力でサポートしてまいり
ます。

〈編集者の一言〉
　無垢材の魅力を活かした家づくりを大切にされている貴村工務店さん。代表自らが現場に立つからこそ実現できる、丁寧で質
の高い施工が印象的です。小さな修繕から古民家の改修まで幅広く対応されており、「ちょっと気になる」を気軽に相談できる
身近な存在として、地域に寄り添う工務店だと感じました。伝統と現代技術を融合させた柔軟な対応力にも注目です。

　人手不足や賃金上昇といった厳しい経営環境が続くなか、当所の支援により「霧島市ビジネス展開支援補助金」
を活用し、生産性向上を実現された会員事業所様の事例をご紹介します。

  8

2026.5.1 発
行
　

N
o.276


